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空
港
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

　

初
倉
の
大
柳
地
区
に
製
薬
会
社
が
移
転
・
操
業

　

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は
３
月
末
ま
で
に
終
了
へ

問
空
港
振
興
課 

☎
３
６-

７
１
２
７

　

金
谷
（
切
山
・
猪
土
居
・
富
士
見
町
地
区
）

空
港
対
策
委
員
会
と
市
で
は
、「
静
岡
空
港

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
を
２
月

12
日
、
お
茶
の
郷
博
物
館
で
開
催
し
、
地
元

住
民
や
市
内
の
商
工
・
観
光
関
係
者
、
市
職

員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
興お
き
つ津

幸ゆ
き
お夫

・
県
空
港
地
域
連

携
課
長
が
「
空
港
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
」
の
進
行
状
況
や
、
基
幹
的
広
域
防
災

拠
点
（
構
想
）
の
概
要
、
原
子
力
災
害
時
に

拠
点
と
な
る
「
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
移
転

計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中な
か
む
ら村

羊よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
静
岡
産
業
大
学

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
２
５

　

市
で
は
、
市
内
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
て
お
り
、
２
月
20
日
に
は
、
小
林
製

薬
グ
ル
ー
プ
の
「
ア
ロ
エ
製
薬
株
式
会
社
」

の
新
社
屋
が
大
柳
地
区
に
完
成
し
、
竣
工
披

露
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ロ
エ
製
薬
は
、
伊
豆
産
ア
ロ
エ
を
原
料

に
、
軟
膏
や
育
毛
液
な
ど
を
主
力
製
品
と
し

て
製
造
。
こ
れ
ま
で
の
本
社
工
場
が
老
朽
化

し
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
静
岡
市
駿
河

問
環
境
課 

☎
３
４-

１
１
２
２

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄

物
（
木
く
ず
）
の
広
域
処
理
つ
い
て
、
岩
手

県
山や
ま
だ
ま
ち

田
町
と
大お
お
つ
ち
ち
ょ
う

槌
町
の
受
け
入
れ
要
請
量

は
、
当
初
２
万
３
５
０
０
ｔ
で
、
平
成
26
年

３
月
末
の
完
了
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
静

岡
県
内
５
市
で
の
広
域
処
理
が
進
む
に
つ

れ
て
、
総
量
が
想
定
よ
り
も
大
幅
に
少
な

い
３
５
０
０
ｔ
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
今
年
度
内
に
受
け
入
れ
が
終
了
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
県
内
で
の
災
害
廃
棄

物
の
処
理
量
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
市
で
受
け
入
れ
て
い
る
山
田
町
の

災
害
廃
棄
物
の
、
空
間
線
量
率
や
放
射
能
濃

度
な
ど
の
測
定
結
果
は
、
い
ず
れ
の
数
値
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
測
定
結
果
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

:  http://w
w

w
.city.shim

ada.shizuoka.
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問
空
港
振
興
課 

☎
３
６-

７
１
２
７

　

静
岡
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
東
側
に

「
石せ
き
う
ん
い
ん

雲
院
展
望
デ
ッ
キ
」
が
完
成
し
、
２
月

16
日
に
開
催
さ
れ
た
完
成
式
典
に
は
、
県
知

事
を
は
じ
め
桜
井
市
長
な
ど
地
元
首
長
や
多

く
の
地
元
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

展
望
デ
ッ
キ
は
、
高
さ
約
10
ｍ
、
直
径
33

ｍ
の
円
形
で
、
飛
行
機
の
離
発
着
を
間
近
に

見
な
が
ら
、
富
士
山
や
駿
河
湾
な
ど
が
一
望

で
き
ま
す
。
空
港
駐
車
場
か
ら
展
望
デ
ッ
キ

ま
で
は
、
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ

れ
、
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
す
。

　

デ
ッ
キ
の
表
面
は
ヒ
ノ
キ
材
。
看
板
や
ベ

ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
も
、
空
港
敷
地
内

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
１
６
３

　

中
央
公
園
の
ミ
ニ
鉄
道
が
、
３
月
３
日
、

利
用
者
10
万
人
を
達
成
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
市
内
東
町
の
市い
ち
か
わ川
直な
お
あ
き昭
さ
ん
、
妻
の

麻ま

り

え
利
江
さ
ん
、
長
男
の
永と
お
ま真
く
ん
、
長
女
の

莉り

こ子
ち
ゃ
ん
の
一
家
。
桜
井
市
長
と
一
緒
に
、

く
す
玉
を
割
っ
て
祝
っ
た
あ
と
、
ミ
ニ
新
幹

線
に
乗
り
込
み
、
園
内
を
１
周
し
ま
し
た
。

　

直
昭
さ
ん
は
「
長
男
が
、
中
央
公
園
も
ミ

ニ
新
幹
線
も
大
好
き
で
、
い
つ
も
一
緒
に
来

て
、
何
度
も
乗
っ
て
い
ま
す
。
10
万
人
目
に

選
ば
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
乗
っ

て
、
親
子
の
絆
を
深
め
た
い
」
と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
開
通
し
た
ミ
ニ
鉄
道
施

設
は
、
幅
１
９
１
㎜
と
１
２
７
㎜
の
軌
道
を

情
報
学
部
特
任
教
授
が
「
庶
民
の
お
茶
～
日

本
と
ア
ジ
ア
～
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

中
村
教
授
か
ら
は
、「
茶
畑
の
景
観
は
最
大

限
に
利
用
す
る
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
お
茶

の
郷
博
物
館
や
諏
訪
原
城
跡
、
蓬
莱
橋
な
ど
、

既
存
の
資
源
を
徹
底
活
用
し
た
ミ
ニ
観
光

コ
ー
ス
を
設
定

し
、
ツ
ア
ー
会

社
へ
の
強
力
な

売
り
込
み
が
不

可
欠
で
あ
る
」

な
ど
と
語
り
、

地
域
活
性
化
に

つ
い
て
提
言
し

ま
し
た
。

区
か
ら
大
柳
地
区
に
全
面
移
転
し
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
約
５
０
０
０
㎡
、
鉄
骨
造
り

２
階
建
て
で
、
述
べ
床
面
積
は
約
２
９
０
０

㎡
。
工
場
内
に

ガ
ラ
ス
張
り
の

見
学
ル
ー
ト
も

整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、

従
業
員
の
地
元

雇
用
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

に
生
え
て
い
た

ヒ
ノ
キ
な
ど
の

木
材
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

46
席
の
呈
茶

や
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
の
あ
る
休

憩
室
も
併
設
。

屋
外
に
は
ト
イ

レ
も
設
置
さ

れ
、
展
示
会
や

発
表
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
も

利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

併
設
し
た
線
路
で
、
１
周
３
１
２
ｍ
。
駅
舎

ホ
ー
ム
や
鉄
橋
、
踏
切
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
初
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
だ
け
で
し
た
が
、

利
用
者
が
多
く
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
24
年
４
月
に
は
ミ
ニ
新
幹
線
Ｎ
７
０
０

系
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

運
行
日
程
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
し

ま
だ
「
便
利
帳
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

浜
岡
原
発
で
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

問
防
災
課 

☎
３
６-

７
３
２
０

　

２
月
15
日
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
り
中
部
電
力
浜
岡
原
発
（
御
前
崎
市
）
で

重
大
事
故
が
発
生
し
、
原
発
か
ら
半
径
20
㎞

圏
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
」
と
い
う
想

定
で
、
島
田
市
を
は
じ
め
原
発
の
近
隣
11
市

町
か
ら
住
民
約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
、
原

子
力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
も
、
切
山
地
区
の
住
民
35
人
が

参
加
。
体
に
放
射
性
物
質
が
付
着
し
て
い
な

い
か
を
調
べ
る
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
場

所
と
し
て
、
今
回
の
訓
練
で
指
定
さ
れ
た
藤

枝
総
合
運
動
公
園
へ
、
実
際
に
バ
ス
で
避
難

し
体
験
し
た
り
、
除
染
に
つ
い
て
の
詳
し
い

説
明
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
事
故
時
に
屋
内
退
避
な
ど
が
必

要
と
さ
れ
る
「
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
」

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
が
、
浜
岡
原
発
か
ら
半
径
31
㎞

圏
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
各
市
町

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
に
「
石
雲
院
展
望
デ
ッ
キ
」
が
完
成

　

中
央
公
園
の
ミ
ニ
鉄
道
利
用
者
が
10 
万
人
を
達
成

　

チ
ュ
ー
バ
奏
者
の
池
田
氏
に
市
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
授
与

　

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を 

〜
協
力
事
業
所
の
認
定
〜

問
文
化
課 

☎
４
６-

２
３
４
４

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
所
属
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者

池い
け
だ田
幸ゆ
き
ひ
ろ広
さ
ん
（
埼
玉
県
川
口
市
在
住
）
が
、

島
田
市
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
12
月

19
日
、
市
役
所
で
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、
市
内
元
島
田
出
身
で
、
島

田
第
二
中
学
校
と
藤
枝
明
誠
高
校
の
吹
奏
楽

部
を
経
て
、
国
立
音
楽
大
学
を
卒
業
。
大
阪

市
音
楽
団
に
６
年
間
在
籍
し
、
平
成
17
年
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者
と
し

て
、
全
国
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
10
年
に
は
「
第
15
回
日
本
管
打
楽

器
コ
ン
ク
ー
ル
・
チ
ュ
ー
バ
部
門
第
１
位
」

を
獲
得
す
る
な
ど
、
数
多
く
の
受
賞
暦
が
あ

問
防
災
課 

☎
３
６-

７
２
１
２

　

現
在
、
市
内
の
消
防
団
員
数
は
、
条
例
定

数
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
団

員
確
保
や
活
動
環
境
の
整
備
に
加
え
、
協
力

事
業
所
の
社
会
的
な
評
価
を
高
め
る
「
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、

同
制
度
の
認
定
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
協
力
事
業
所
】
２
月
28
日
現
在
・
認
定
順

り
ま
す
。

　

池
田
さ
ん
は
「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
島

田
市
の
お
か
げ
。
二
中
の
吹
奏
学
部
は
、
強

く
て
有
名
。
こ
れ
か
ら
は
、
島
田
の
子
ど
も

た
ち
に
音
楽
で
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

㈱
大
井
電
機
製
作
所
（
家
山
）、
サ
カ
イ
産
業

㈱
（
細
島
）、
㈱
寺
田
製
作
所
（
牛
尾
）、
㈲
小

澤
産
業
（
阪
本
）、㈱
小
林
板
金
工
業
（
東
町
）、

渡
辺
基
礎
（
大
代
）、
㈲
ビ
ク
ソ
ン
（
船
木
）、

セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
ー
ド
㈱
（
野
田
）、
浜
建
工
業

㈱
（
三
ツ
合
町
）、森
下
商
事
㈱
（
金
谷
栄
町
）、

大
河
原
建
設
㈱
（
向
島
町
）、㈲
明
工
電
気
（
家

山
）、
㈱
丸
紅
（
湯
日
）、
マ
ル
キ
建
設
㈱
（
家

山
）、
㈲
宮
脇
建
設
（
横
岡
）、
㈱
グ
ロ
ー
ジ

オ
（
御
仮
屋
町
）、
㈲
萩
原
自
動
車
（
伊
太
）

石雲院展望デッキの完成式典

10万人達成の記念運行

池田幸広さん 「スクリーニング」の様子

アロエ製薬

空港を活用したまちづくり研修会

①田代環境プラザ敷地境界・周辺施設空間線量率（単位：μSv/h）
5/21（本格溶融前） 1/30、2/6・13・20・27
0.06 〜 0.08 0.07〜 0.09

②田代環境プラザ処理灰の放射能濃度（本格溶融）
単位：Bq/kg 5/24 2/7
セシウム134 42 不検出
セシウム137 49 29

③一般廃棄物最終処分場敷地境界４カ所の空間線量率（単位：μSv/h）
5/21（本格溶融前） 1/30、2/6・13・20・27

0.07 0.07〜 0.08

④一般廃棄物最終処分場水（原水・放流水・地下水）の放射能濃度
5/21（本格溶融前） 1/30、2/6・13・20・27
不検出 不検出

災害廃棄物の処理量（トン）

1月まで
（実績）

2月以降
（計画） 計

静岡市 978 116 1,094

浜松市 899 571 1,470

島田市 378 362 740

富士市 16 94 110

裾野市 62 24 86

計 2,333 1,167 3,500


